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５千万円以上１億円未満 
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１千万円以上５千万円未満 

 

（２２） 

 

５百万円以上１千万円未満 

 

（２８） 

 

３百万円以上５百万円未満 

 

（１３） 

  

（６７） ３百万円未満 

随意契約 

 
５ 

その他 

 
 ０ 

委員からの意見・質問，それに対す

る回答 

意見・質問 回  答 

次のとおり 次のとおり 

委員会による意見の具申の内容 次のとおり 

 



（開会） 

 

 １ 対象期間内の工事，指名停止状況及び入札制度改正について 

【事務局より対象期間内に行った工事入札全般，指名停止運用状況及び入札制度改正について

の説明】 

質問・意見 回   答 

『指名停止措置について』 

①「正当な理由がなく契約を締結しなかっ

た。」という案件があるが，具体的にはど

のような理由があったのか。 

 

②その入札は，契約に至らなかったというこ

とで，再入札になっているが，どのよう

な指名となったのか。 

 

③指名停止の期間について，贈賄による役員

逮捕を理由とした指名停止期間が３ヶ月

で，正当な理由がなく契約を締結しなか

ったことを理由とした指名停止期間が４

ヶ月となっている。 

 違法行為が３ヶ月，契約上の不履行が４ヶ

月，指名停止措置期間の長さに違和感が

ある。 

 贈賄を理由とした指名停止措置期間の方

が長くあるべきと感じるが。 

 

 

『入札制度改正について』 

① 指名停止措置要領の別表２，「贈賄及び
不正行為等に基づく措置基準」につい

て，贈賄や独占禁止法違反，それら競売

入札妨害又は談合，の部分は，旧表と比

べ，まとめた形となり，また指名停止措

置期間も長くなり，厳罰化されている。 

これ以外の部分，例えば暴力団又は暴力

団関係者の利用等，ほかには建設業法違

反行為など，そのあたりは何も変化はな

いようだが，この部分も同様に厳罰化を

図ってよいのではないか。 

 

① 当該会社からの理由書によれば，会社内での人
的配置などで工事を受注することが不可能な状

況になった旨の理由が示されている。 

 

② １回目の入札において，辞退した事業者と，当
該契約辞退事業者を除く事業者を指名してい

る。 

 

③ 指名停止措置期間決定の経緯については，まず，
この贈賄事件は，措置対象業者の代表取締役が，

工事入札の最低制限価格の情報を得るために，

熊本市職員に対し現金を供与した疑いで逮捕さ

れたものである。 

熊本県の措置としては，要領内，措置期間範囲

の最短である 3ヶ月をとっており，贈賄事件の

あった熊本市は，要領内最長の９ヶ月をとって

いる。 

宇土市としては，熊本県と同様，他公共団体で

のことであることから，措置期間範囲内の最短

の 3ヶ月を選択している。 

 

① 今回の改正は全国知事会の公共工事にかかる談
合や贈賄などの違法行為を防止するために示し

た指針に沿って要領等を改正を行ったものだ

が，今後,さらに改正の予定もあることから，ご

意見のあった他の要件も，同時に協議を進めて

いくこととする。 

 

 

 

 

 



 

『電子入札における入札事務の流れ』 

① 今までの指名競争入札などを見てみる
と，入札参加辞退者が多い，と感じてい

る。 

この電子入札の流れの中で，指名通知書

を発行し，受領確認書が事業者から市へ

通知されるということだが，その段階で

入札参加辞退を確認することはできな

いか。 

② 入札書提出締切までの期間，宇土市側に
おいて，入札書の内容を見ることはでき

るのか。 

 

③ 業者側は，電子入札に対しての対応はす
でにできているか。 

 

 

 

① 技術的には可能であると考える。 
ただ，その後，見積のための期間，入札書提出

までの期間まで，入札参加辞退は可能であるた

め，早く分かるか，遅く分かるか，という違い

となるかと考える。 

 

 

 

 

② できない。受付は事前にあるが，開札を行わな
い限り，市側からも見ることはできない。 

 

 

③ 熊本県，熊本市で，既に始まっていることから，
一定規模以上の業者なら対応はできていると考

えている。また，当初は紙による入札も可能と

し,整備が整っていない業者でもその準備期間

はあると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ２ 抽出案件 

【抽出事案４件について事務局から工事概要，指名の経緯，開札結果について説明】 

 
件   名 

入札等方式 
指名業者選定理由 

落札率 

(%) 参加業者 

１ 中央線改良舗装工事 指名競争 指名審査方針による。 
一般土木工事であり，市内の有資格業者より指

名。 
本工事と同種の工事実績を有する。 

79.34 
市内１４社 

２ 宇土市中央公民館分館
空調設備整備 

指名競争 
指名審査方針による。 
電気工事であり，市内の有資格業者より指名。 
本工事と同種の工事実績を有する。 

98.03 
市内７社 

３ 笹原マンホールポンプ機械
設備工事 

指名競争 
指名審査方針による。 
機械設備工事であり，宇土市外の有資格業者よ

り指名。 
本工事と同種の工事実績を有する。 

54.16 
市外１６社 

４ 都市計画道路宇土駅東中央
線汚水 42-1号枝線工事 

随意契約 
地方自治法施行令第 167条の 2第 2項，性質
又は目的が競争入札に適しないもの，に該当す

ることから随意契約。 
88.38 

市内１社 

『抽出事案について』 
まず，全ての入札の中で契約金額の大きいものを１件。 

次に全ての入札の中で落札率が最も高いものを１件。 
全ての入札の中で落札率が最も低いものを１件。 

最後に，随意契約から１件。 

① 最も落札率が低かった案件について，
実際の施工上，何か問題などはなかっ

たか。 
 
② 土木，建築など，工種によって，落札
率がばらつくことや，偏るなどの傾向

は見受けられるか。 
 
 
 
 
③ 入札の辞退について。 
どのような理由があるのかは分からな

① 発注部署に確認をとったところ，施工上，問題
はないとの報告を受けている。 

 
 
② 工事の種別ごとに偏った落札率，というものは
あまり見受けられないと考えるが，工事の内容

として，機械工事などは，必要となる装置の値

段が割合が大きい場合などは，品物の値段によ

る部分が大きいからか，入札価格がばらつく傾

向にあるように見受けられる。 
 
③ 入札参加辞退については，罰則的な措置のよう
な制度はない。 



いが，辞退者がかなり多いように見受

けられる。 
指名願い（資格審査申請書）を提出し

ているのに，辞退を繰り返すというの

はあまりよいこととは思えない。 
  指名の回避など，なんらかの措置を考

えてはどうか。 
 
④ 市内業者のみの入札と市外業者参加の
入札を比較してほしい。 

 
⑤ 公表の方法はどのようになっている
か。 

 
 

事業者ごとに様々な理由があるものと考えられ

るため，一概に辞退回数から割合を算出し，ペ

ナルティを設けることは難しいのではないか，

と考えるが，ご指摘あるとおり，辞退者に対し

て，何らかの措置が可能か，検討する。 
 
 
 

④ 次回定例会では準備する。 
 
 
⑤ 開札が終了した後，宇土市のホームページで，
件名，予定価格，落札金額，相手方及び工期な

どを公表しており，また市の広報にも同様に掲

載している。 
 

 
（閉会） 


